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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グリコシルヒドロラーゼ47ファミリーに属する酵素をコードします。この酵素はN-グリカン生合成において機能し、クラスIα-1,2-マンノシダーゼとしてMan9GlcNAcをMan8GlcNAc異性体Bへと特異的に変換します。小胞体関連分解経路におけるN-グリカンのMan5-6GlcNAc2へのトリミングに必須です。この遺伝子の変異は、常染色体劣性知的障害を引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。関連する擬似遺伝子が11番染色体上に同定されている。[RefSeq提供、2011年12月],触媒活性：オリゴマンノースオリゴ糖Man(9)(GlcNAc)(2)の末端(1→2)結合α-D-マンノース残基の加水分解。,補因子：カルシウム。,酵素調節：1-デオキシマンノジリマイシンとキフネンシンの両方によって阻害される。,機能：Asn結合オリゴ糖の成熟に関与する。Man(9)GlcNAc(2)からα-1,2-結合マンノース残基を1つ切り取ってMan(8)GlcNAc(2)を生成する。生成されるのは、中間腕末端α-1,2-マンノースを欠くMan(8)GlcNAc(2)異性体Bのみである。誤って折り畳まれた糖タンパク質を分解の対象とすることが重要であるため、糖タンパク質の品質管理に関与している可能性があります。,経路:タンパク質修飾;タンパク質グリコシル化。,類似性:グリコシル加水分解酵素47ファミリーに属します。,組織特異性:広く発現しています。,
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	MAN1B1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはMAN1B1ペプチドでブロッキングされている。
	

	MAN1B1ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

